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研究成果の概要（和文）：子宮内膜症では正所性子宮内膜ですでになんらかの変化が生じており、子宮内膜由来
エクソソームが腹腔内微小環境を変化させ、逆流月経血中の子宮内膜間質細胞を腹膜中皮に生着させるとの仮説
のもと、初代培養した子宮内膜症症例の正所性子宮内膜細胞および不死化子宮内膜細胞株からのエクソソーム回
収を行なった。不死化細胞株由来エクソソームは腹膜中皮細胞の細胞間隙を拡大させたが、子宮内膜細胞におけ
る浸潤能の増加は認められなかった。初代培養した子宮内膜症由来子宮内膜間質細胞では浸潤能の増加するもの
が認められ、浸潤能の高い内膜細胞由来のエクソソームを正常子宮内膜細胞に添加した場合の効果については今
後の検討課題である。

研究成果の概要（英文）：On the hypothesis that endometrial cell derived exosomes change the 
intraperitoneal microenvironments and permit to implant retrograde menstruation cells onto 
peritoneum, we focused on exosomes produced from eutopic endometrium. Exosomes were isolated from 
eutopic endometrial stromal cells in endometriosis patients and immortalized endometrial stromal 
cells. Exosomes from immortalized endometrial stromal cells reduced the cell-cell contact between 
human peritoneal mesotherial cells, but did not increase the endometrial stromal cell invasion.  On 
the other hand, some of endometrial stromal cells from endometriosis patients showed invasive 
capacity. 
These result suggest that exosomes from endometrium has some effect in intraperitoneal 
microenvironments, but the effect to endometrial cells are issue for further studies.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子宮内膜症の発症および進展に関わる腹腔内微小環境の変化についてエクソソームに着目して検討を行った報告
はなく、子宮内膜症におけるエクソソームによる細胞間情報伝達機構の解明は子宮内膜症発症のメカニズムに対
する全く新しい知見をもたらす可能性があり、その知見により子宮内膜症治療の新たなターゲットの創出につな
がる可能性がある。
子宮内膜症の発生頻度（生殖期女性の約10％）、月経痛や不妊などの症状を有する率（内膜症病変のある患者の
35-50%）を留意すると、新規治療により子宮内膜症を克服できれば労働損失・医療費などの社会負担を軽減でき
るのみならず、多くの女性のQOL改善に貢献することができる。










